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SMILESによって観測された下部成層圏でのオゾンとHClの相関
Correlation between O3 and HCl in the lower stratosphere as observed by SMILES
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上部対流圏におけるオゾンはそこでの放射強制力に寄与している。対流圏ではオゾンの光化学的な生成のみならず、
成層圏からの輸送による寄与もより定量的に把握することが重要である。近年のモデル研究からは成層圏から対流圏へ
400から 700 Tg/yr程度の寄与があると見積もられている（光化学的な生成に対して最大 2割程度）。したがって上部対流
圏で観測的に成層圏起源オゾンの割合を見積もることは重要である。Marcyら（2004）は下部成層圏でオゾンと HClに
はコンパクトな正相関関係があり、上部対流圏には HClのソースが殆ど無いことに着目し、航空機観測結果から成層圏
起源オゾンの割合を見積もることを提案した。しかし下部成層圏でのオゾン/HClの相関関係の報告はこれまで非常に少
なく、これを確立することは重要である。本研究では国際宇宙ステーション搭載の超伝導サブミリ波リム放射サウンダ
（SMILES）からのオゾンと HClのデータを解析し、限られた期間ではあるが南半球の中高緯度で相関関係を明らかにし
た。また、同季節での北半球の相関関係との比較を行ない、同じオゾン濃度に対して南半球の方が北半球よりも HCl濃
度がわずかに高いことも示した。これらのオゾン/HCl相関は中高緯度における近年の貴重なリファレンスとして位置づ
けられる。
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